
１．シェール革命と仕切フォーミュラの変更について 

 

シェール革命により、ＬＰガス市場は一変しました。世界最大のＬＰガス輸出国は、 

米国です。2015 年の輸出量は米国 2,000 万㌧、カタール 1,000 万㌧、ＵＡＥ900 万㌧、

サウジ 670万㌧で、2020 年には米国の輸出量は 2,800 万㌧に達するとみられています。 

 我が国のＬＰガス輸入先も大きく変化し、2015 年のプロパン輸入に占める米国のシェ

アは 25％、2016年 1～9月は 38.4％に達しています。 

 一方、米国からのＬＰガス輸入はフレートが中東と比べ高いこと（中東～ＪＰ：18日、

ＵＳガルフ～ＪＰ45 日）、ターミナルフィーがかかることなどコストが嵩みますが、 

シェール革命によるＬＰガスの大増産で米国ＬＰガススポット価格（モントベルビュー）

はサウジＣＰを大きく下回り、中東玉よりも割安な局面もありました。ところが、原油

市況の上昇とサウジの価格政策（モントベルビュー価格を参考に中東～日本ＣＩＦが米

国～日本ＣＩＦより割安になるようＣＰを設定）等により、必ずしも米国からの輸入が

コスト的に有利とはいかなくなってきたのです。 

また、今年、新パナマ運河が開通しフレートコストは大きく下がりますが、運河通行

料が新たにフレートコストに加算されることになります。 

 このような状況を受け、ＬＰガス元売のアストモスエネルギー㈱はこれまでのサウジ

ＣＰリンクの仕切フォーミュラを変更し、米モントベルビューのスポット価格とＣＰを

合成したＦＯＢコストを基にした仕切改定を 2017年 1月から実施することを表明しまし

た。 

 新フォーミュラを正式に表明したのは 1 社ですが、何社が追随するのか、注目されて

います。因みに、この 1 年のＣＰとモントベルビュースポット価格を参考に旧仕切フォ

ーミュラと新フォーミュラを比較すると、1～2月は新フォーミュラの方が割安ですが、3

月以降割高となるようです。なお、新仕切フォーミュラではモントベルビュースポット

価格をＯＰＩＳ発表の市況を採用することになっていますが、これでは情報を入手でき

ない事業者もありこれまでのように特約店サイドでの計算・検証ができず透明性の問題

があり、また、米国からの輸入シェアの変動、調達コストの変動にどのように対応する

のか疑問も残ります。各社の対応を注視していくことが必要です。 

  

２．原料費調整制度の見直しと導入の契機に 

  ＬＰガス元売の仕切フォーミュラ変更は、ＬＰガス原料費調整制度にとっても影響は

避けられません。既に、調整制度を導入している事業者は、基準原料価格および平均原

料価格の算定方法を見直さなければならなくなるでしょう。 

  一方、まだ、調整制度を導入していない事業者は、仕切フォーミュラ変更を契機に原

料費調整制度の導入を検討されては如何でしょうか。 
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